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言 語 障 害 

１ 自立活動の内容（特別支援学校学習指導要領解説自立活動編より引用） 
１ 健康の保持 

(1) 生活のリズムや生活習慣の形成に関すること。 

(2) 病気の状態の理解と生活管理に関すること。 

(3) 身体各部の状態の理解と養護に関すること。 

(4) 健康状態の維持・改善に関すること。 

(2) 病気の状態の理解と生活管理に関すること。 
口蓋裂の既往歴がある幼児児童生徒の場合には、滲出性中耳炎や虫歯などになりや

すいことがあるため、日ごろから子どもの聞こえの状態に留意したり、丁寧な歯磨き

の習慣形成に努めたりするなどして、病気の予防や健康管理を自らできるようにする

ことが必要である。 

 

２ 心理的な安定 

(1) 情緒の安定に関すること。 

(2) 状況の理解と変化への対応に関すること。 

(3) 障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する意欲に関すること。 

(3) 障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する意欲に関すること。 

吃音のある幼児児童生徒の場合は、人とのコミュニケーションを円滑に行うことが

できないことなどから、学校生活等において消極的になりがちである。そこで、教師

との良好な関係を築き、気持ちを楽にして話す方法を指導したり、自分の得意なこと

に気付かせて自信をもたせたりするなどして、障害を自分なりに受け止め、積極的に

学習等に取り組むようにすることが大切である。 

その際、幼児児童生徒の好きなことや得意なことを話題にして、自ら話せるように

するとともに、達成感や成功感を味わえるようにすることも必要である。 

そこで、障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する意欲の向上を図るた

めには、この項目に加えて、「３ 人間関係の形成」や「６コミュニケーション」等の

区分に示されている項目の中から必要な項目を選定し、それらを相互に関連付けて具

体的な指導内容を工夫することが大切である。 

 

３ 人間関係の形成 

(1) 他者とのかかわりの基礎に関すること。 

(2) 他者の意図や感情の理解に関すること。 

(3) 自己の理解と行動の調整に関すること。 

(4) 集団への参加の基礎に関すること。 
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４ 環境の把握 

(1) 保有する感覚の活用に関すること。 

(2) 感覚や認知の特性への対応に関すること。 

(3) 感覚の補助及び代行手段の活用に関すること。 

(4) 感覚を総合的に活用した周囲の状況の把握に関すること。 

(5) 認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること。 

 

５ 身体の動き 

(1) 姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること。 

(2) 姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用に関すること。 

(3) 日常生活に必要な基本動作に関すること。 

(4) 身体の移動能力に関すること。 

(5) 作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること。 

 

６ コミュニケーション 

(1) コミュニケーションの基礎的能力に関すること。 

(2) 言語の受容と表出に関すること。 

(3) 言語の形成と活用に関すること。 

(4) コミュニケーション手段の選択と活用に関すること。 

(5) 状況に応じたコミュニケーションに関すること。 

(2) 言語の受容と表出に関すること。 

構音障害のある場合には、発声・発語器官(口腔器官)の微細な動きやそれを調整す

る力を高め、正しい発音を習得させるようにすることが必要である。そのため、音を

弁別したり、自分の発音をフィードバックしたりする力を身に付けさせるとともに、

構音運動を調整する力を高めるなどして正しい発音を定着させ、発話の明瞭度を上げ

るようにすることが大切である。 

(3) 言語の形成と活用に関すること。 

乳幼児期のコミュニケーションが十分に行われなかったことなどにより、言語発達

に遅れのある場合には、まず、良好な人間関係を形成し、そこでのコミュニケーショ

ンが円滑に行われるようにすることが必要である。その上で、幼児児童の興味・関心

をもっている事柄を利用して、言葉遊びを行ったり、作業や体験的な活動を取り入れ

たりすることが大切である。また、語彙の習得や上位概念、属性、関連語等の言語概

念の形成には、生活経験の記憶、言語化、関連付けなどを行うことが大切である。課

題の設定を工夫して幼児児童生徒に「できた」という経験と自信をもたせたり、コミ

ュニケーションに対する意欲を高めたりして、言葉を生活の中で生かせるようにして

いく必要がある。 
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そこで、コミュニケーションを通して適切な言語概念の形成を図り、体系的な言語

を身に付けるようにするためには、「２ 心理的な安定」や「３ 人間関係の形成」等

の区分に示されている項目の中から必要な項目を選定し、それらを相互に関連付けて、

具体的な指導内容を設定して指導を行うことが大切である。 

(4) コミュニケーション手段の選択と活用に関すること。 

音声言語の表出は困難であるが、文字言語の理解ができる児童生徒の場合は、筆談

で相手に自分の意思を伝えたり、文字板、ボタンを押すと音声が出る機器、コンピュ

ータ等を使って、自分の意思を表出したりすることができる。なお、音声言語による

表出が難しく、しかも、上肢の運動・動作に困難が見られる場合には、下肢や舌、顎

の先端等でこれらの機器等を操作できるように工夫する必要がある。 

 
２ 障害の程度に応じた教育課程の編成（独立行政法人国立特別支援教育総合研究所：特別

支援教育の基礎・基本 一人一人のニーズに応じた教育の推進より引用） 

  ① 言語障害特別支援学級 
     言語障害特別支援学級の教育課程は、児童生徒の障害に応じた特別の教育課程を

編成することとなっていますが、その編成に当たり特別支援学校小学部・中学部の

学習指導要領を参考とすることとなっています。   

    児童生徒の障害に応じた特別の教育課程の編成については、自立活動における言

語機能の基礎的事項の指導など言語障害の状態の改善又は克服を目的とする指導と、

各教科の中でも、言語障害にかかわり個別指導などでより手厚く行う必要がある国

語科（英語科）、算数科（数学科）については特別支援学級で行い、生活科、図画工

作科（美術科）、体育科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間など集団の中で行う

ことがふさわしい教科等については、通常の学級で行うことが考えられる。 

② 通級による指導（言語障害）  

    通級による指導においては、障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服す

ることを目的とすると指導としては、正しい音の認知や模倣、構音器官の運動の調

整、発音・発語指導などの構音の改善にかかわる指導、遊びの指導・劇指導・斉読

法などによる話し言葉の流暢性を改善する指導、遊びや日常生活の体験と結び付け

た言語機能の基礎的事項に関する指導等が考えられる。 

    障害の状態に応じて各教科の内容を補充するための特別の指導は、単に教科の遅

れを補充する指導ではなく、例えば、言語障害があるために遅れをきたしている国

語科の指導を行うのが「各教科の補充指導」であり、直接関係のない教科の指導を

行うのは該当しない。 

 

 


